





教科指導 と評価 の一体化が唱えられて久 しいが,現実には困雌 なことも多い｡
中学校現場では教科指導のみに慣性す ることは困難 であ り,また.評価 に時間
をかけることも難 しい ことである｡ しか し,現実には生徒の数学の力をつける
ために,生徒を評価 してそれ を指導に生かす ことは必要なことである｡そ して,
生徒 を評価す ることには依れ てきている方々 も多いことであろ う｡
さて,ある大学の説明会に参加 した ところ,その大学では大学の純義を学生
に評価 させ る取 り組みがあることを知った｡ その話の中で,東京大学 も学生に
よる授菜の評価を取 り入れ,授姓に生か していることを知 った｡ そ こで,私た
ちも生徒か らの評価を受け,授業 を顧み る放 り組み をすべ きではないか と感 じ,
提案す るものであるQ
1 先生.お山の大将になっていませんか｡
私は このことばを聞 くと, ドキ ッと
します｡ 常に 自戒 しな くては, と思 っ
ていますが. とても難 しいことだ と感
じています｡生徒が比較的お とな しく
授業 を受けていると,つい 自分本位 に
なっていることがないで しょうか｡
た とえば,A君は中間テス トで文字
式の番 き方がわか らな くて.0点｡ B
君は満点｡ そ してテ ス トの合計点は同
じ｡指導者 はAの 日頃の様 子 を見る と
当然の結果 だ と思い,Bは よく勉強 し
たな あと思 う｡ それ ぞれの結果 は,描
i.･;･;者 にはあま りri!-J係 が ない と思い,つ
い大事なことを見逃 しているか も しれ
ません｡
間超点は, 自分の授業 に対 して,評
価す る人は 自分だけになってい ること
で しょ う｡恋い表現 をすれ ば,知 らず
知 らずの うちに 自分が裸 の王様 にな っ
ている可能性 もあ ります｡ とて も恐 ろ
しい ことです｡
しか も.今 は公立学校 といえ ども草
区の弾力化に よ り.近隣の学校 を比較
して生徒 に合 った学校 を選 ぶ ことので
きる時代 です｡私たちの授業に対す る
取 り組みは学校 自体の評価 につなが っ
てい ることを意熟 しなければな りませ
ん｡ 良 くも悪 くも.学校は選 ばれ る時
代 です｡安閑 と してはい られ ません｡
その備 えは充分で しょうか｡
2 振 り返 ることが大切だと生徒 には言 う
けど日 ･
私たちは教 えるたびに,生徒 には以
前に習 った ことを振 り返 って 母え させ
た り,テ ス トが終わった時 に,必ず反
省 す るよ うに指導 します｡ それ に対 し
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て,私 たち自身 の授業や生徒の評価 に 4
ついて振 り返 りは充分 で しょうか｡ 生
徒 に対す る指導 は行 き届いているよ う
に見えて もそ うでない場 合もあるか も
しれ ませ ん｡ また, 自分に対する評価
は疎か己､一されて いる現状があるよ うな
気が します｡ それは現場が忙 しいか ら
で しょうが,それで放胆 しておいてい
いので しょ うかO少 しは振 り返-'てみ





を 目標 に して授業す ると,良い指導がで
きると教わ りま した｡今の今 まで 自分が
その 目標 を持 って指導 してきた ことを,
天IiRできていたのか ど うか,あるいはそ
のことが正 しか ったのか を知 らずに過 ご
しています｡ もちろん生徒に理解の地合
いを尋ねなが ら, 自分の 目標 としている
方向に修止 した り,テス トの平均点 を見
た りして指導法を考え直 した りしてはい
たのです が ･ ｡ 目標達成 のために他
に用いた方法 と して自分 自身の授業 を録
音す るとか,録 uiIJ'す るとかは,実行 した
ことがあ ります｡ しか し,それは毎時間
できることで もな く, ときお りの ものに




では, どうすれ ば授業の振 り返 りがで
､√るので しょ うか｡ た とえば,授業 ごと
に生徒の振 り返 りとともに,生徒に授業
の評価 を記入 して もら うことや授業後 に





これ は前述 した よ うに , .拭東大教授 の
通信碑 に さま ざまな記述があ り, 当た り
前の よ うです が,学生 ･生4走 ･児塵 に評
価 させ てそれ を分析す るだけ ではあま り
役 に立 ち ませ ん｡その結果 をいかに生か
す か とい うことが とて も大切 にな ってき
ますD また,それは一人の教 rlで行 われ
るよ り,ある教科で行 われ る よ り. 1学
年 で行 われ るより,学校 で, いや,全て
の校種 で行 われ ることが大切 な ことは言
うまで もあ りません｡
さらにその結束 を互いに知 らせ あい
改善策 を維告 し合 うことに よって,教授
法や授 業の方法が改善 され る と思い ま
す. これ は授業改番の有力な-つの方法
であることにちがいあ りませ ん｡ ただ,
分析の しかたや生か し方に よって.ある
いは生かそ うとする意志の強 さに もよ り
ますが ･ ｡要す るに, 授業 の改善
のポイ ン トを知 ることので きる授繋評価
の調査票 を作成できれば的確 に,授 業 を
受 ける側の気持ちや理解度 を把握す るこ
とができて,生徒は気持 ち よ く授業 をす
ることにつなが り,教育効果 が上が るこ
とにな ると思います｡
とはいえ,評価 され る教員側 の手強 い
抵抗 と拒否の姿勢 と評価 を受 け ることに
対す るあか らさまな反対意 見 な どい ろい
ろな障宵が立 ちはだか ってい るこ とは明
らかです｡ これ らに立ち向か う意気込み
とそれ を乗 り越えて得 られ る確 かな もの
がある とい う確証が必要 とな りま しょ
う｡
論 よ り証拠,私の試薬 を見 て くだ さいO
英は 1度 この調査 を行いま したが,まだ
分析 が十分ではあ りませ ん｡ この段階で
皆は に ご提禁す るには,御 異故 もあ る と
は思い ますが,ご提案す ることが大切で
あ る と思 い,不十分 とは思い なが ら,梶
案す る次第です｡
5 これ からの課題と方針について
この調査 を してみて思 った こ とや 感 じ
た こ とを思 いつ くままに滋 き出 してみ ま
しょう｡
ア 単元ごとに調査した方がよりよい｡
この調店は, 1学期 の期 末テ ス ト後
こ とに対 して は各論 あ る と思 います が,
ご提案 させ て い た だ いた ことは.我 々の
指導 を見 なおす 意 味 で も.必要 ではない
か と思 ってい ます｡ こ こで,東 山中学校
の小野先生 と暦本 先 生 に ご協力いただ い
た ことを この場 をお借 りして感 謝 申 し上
げます｡
に行 った. そのため.当初 の ころの 参 考文献
評価 が出ていない ことが考 え られ
る｡ つ ま り,4月 と 7月 では習 った
内容 が違 うし,指導者 との関係 も変
わ ってい るか も しれ ない｡ それ らを
加 味 した ものが必要であ ろ う｡
イ すぐに次 に生 かすため の 方 法 を考
えた方 がよい｡
期末 テ ス ト後に"I.g査 を行 ってお り,
それ を生かす ことができ るのは早 く
て も 2学期 である｡評価 を生 かす方
法 を考 え るには必要な暗 闘か も しれ
ないが,す でに生徒 は変容 してい る
か も しれ ない｡
ウ データを生 かす方 法 を確 立 した方 が
よい｡
研 究の緒 につ いたばか りなの で.請
デー タの関連づ けや それ を元 に どう
生か していけば よいかな ど, まだ不
明 な点が多 く残 され てい る｡ また,
全 ての授業者 に共通 な点 が他 に ない
か, 固有のポイ ン トはないかな どい
ろいろ気 になるところがあ る｡
6 おわリに
た った 1回の説明会 と 1冊の本 を参 考
に して,一人で考 えた ことだ けに,十分
でない こ とをこの場で了承 していた だ き
た い と思 います｡各地方公共団体 の教育
委員会 では平成 18年度 か ら,教員 の評
価 を行 うと決定 してい るよ うです｡ この
■■■
1 東大教授 の通信 簿
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